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１．市民ワークショップの実施概要 

 

（１）実施概要 

①目的 

この市民ワークショップは、第２次古河市総合計画第Ⅲ期基本計画（計画期間：令和６年度～

９年度）の策定にあたり、市民の皆様のご意見やアイデアをうかがい、今後のまちづくりに活か

していくために開催しました。 

 

 

 

 

 

 

②ワークショップ参加者の募集方法 

古河市在住の方から無作為に 3、500 人を抽出し、参加募集案内を送付しました。当日は延べ 37

人が参加しました。 

 

③開催日時とテーマ 

 このワークショップは全３回開催し、各回で異なるメインテーマを中心に話し合いを進めまし

た。 

※会場はいずれも中央公民館 

 

 

  

開催回 開催日時 テーマ 

第１回 

 

令和 5 年 7 月 29 日（土） 

13：30～16：00 
シティプロモーション・移住定住 

第２回 
令和 5 年 8 月 26 日（土） 

13：30～16：00 
しごと・情報発信・DX 

第３回 
令和 5 年 9 月 24 日（日） 

13：30～16：00 
地域福祉・教育・学習 

「第Ⅲ期基本計画」は、古河市の将来や未来の目標を実現、目標を実現するため、まちづくり

の方向性をまとめた市政運営の基本指針のことで、市民協働、子育て・教育、福祉、文化 ・ス

ポーツ、産業、道路 ・交通、環境保全、防災 ・防犯など、皆さんが住む古河市の未来に向けた

取組を決める重要な計画です。 
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（２）当日の進め方 

参加者全員でオリエンテーションとして、まず、古河市総合計画の説明および古河市ブランド

戦略の動画視聴を行った後、本日の進め方を説明しました。次に、テーマに関する意見交換をグ

ループごとに実施し、最後に、話し合いの結果を全体に共有しました。なお、グループは性別や

年代を考慮して１グループ４人～５人で編成しました。 

■各回開催内容 

  

時間目安 内    容 

～１３：３０ ■ 受付・ご案内 

１３：３０～ 

１３：４５ 

（１）開会・オリエンテーション（約１５分） 

 古河市総合計画（基本計画）の説明、古河市ブランド戦略の動画視聴 

 本日のワークショップの進め方の説明 

１３：４５～ 

 １３：５０ 

（２）自己紹介・アイスブレイク（約５分） 

 グループ内で自己紹介（１人１～２分程度） 

１３：５０～ 

１４：３０ 

（３）グループワーク①「古河市の魅力や課題」（約４０分） 

 現状 ・課題を共有。普段の生活で感じていること、10 年後の未来に向けた

課題などを考える。 

１４：３０～ 

１５：１０ 

（４）グループワーク②「10 年後の未来」（約４０分） 

 10 年後の未来の姿を共有。10 年後の自分や古河市を想像しながら、未来

のまちの姿について具体的に考える。 

１５：１０～ 

１５：４０ 

（５）グループワーク③「未来を実現するための取組」（約３０分） 

 グループワーク②で話し合った「未来の古河市の姿」を実現するための取

組を考える。各グループで特に実現したい内容について、10 年後の未来を

見据えた取組を考える。 

 全体発表に向けて、各班で発表内容を整理。 

１５：４０～ 

１５：５５ 

（６）全体発表（約１５分） 

 当日話し合った内容を各グループ３～４分程度で発表。 

１５：５５～

１６：００ 
（７）事務連絡・閉会（約５分） 



 

3 

２．市民ワークショップの結果概要 

 

（１）第１回ワークショップ 

第１回では「シティプロモーション・移住定住」をメインテーマに各自の意見を書き出し、グ

ループ内で話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）－① 第１班の意見概要 

《強みや特性》 

・花火大会がすばらしいこと、多数のイベントがあること。 

・都心から近くて他県へのアクセスがよい。車移動がしやすい。 

・スーパーやドラッグストアなどが多くて買い物に困らない。 

《課題》 

・車がないと生活しづらく厳しい。場所によって渋滞が多く、交通マナーが悪い。 

・深夜まで営業している店がない。 

・駅前が閑散として、シャッター街となってしまっている。また駅前に時間をつぶす場所がな

いことは問題。 

・水害の危険や地震が怖い。 

《取組の提案》 

・古河市の人口がどのようにしたら増えるかについて話したところ、若者と外国人を取り入れ

るとよいという意見があった。 

・若者と外国人が住みやすいまちにするには、他市の行政施策を参考にするとよい。境町に若

い方が移住しており、保育園など、まちの援助が手厚いと聞いている。人口減少を食い止め、

古河に戻ってもらうために取組をしてほしい。 

・古河のアピールポイントは、買物がしやすいこと。あまり認知されていないが、都市に近く

便利なので、アピールしてほしい。 

・空き家の増加に対しては、若者や外国人に安く住まわす取組をするとよい。 
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・車社会についてですが、車をもっていなくても外出しやすい状況になるとよい。 

・働く場に関しては、コワーキングスペースを増やして、それをＰＲしていけばよい。古河で

商売を始めたいと思えるようにする。 

・駅西口にシャッター街が多くなっているが、川越市や栃木市のような城下町風にしたらおも

しろい。今ある記念館や蔵がより引き立っていくと思う。商店街にカフェを増やして、若者

に商売を始めたいと思ってもらえるようにしてはどうか。 
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模造紙再現①  

 

 

 

 

 

 

模造紙再現② 

 

  

第１回 １班-1

イベント

買物

立地・
交通

商業施
設

アミュー
ズメント

駅前

農産物

工場
(職場)

車社会

土地・
みどり

行政

災害

よいところ
(魅力)

花火大会
が大きく
てキレイ

花火大会
はすばら
しい

多数のイ
ベントが
あること

花火大会
がすばら
しい

都市から
近い

JRが通っ
ているこ
と

埼玉、栃木
等他県への
アクセスが
良い

車移動が
しやすい

ガソリン
が比較的
に安い

都心(東京)
まで電車
で1本

工業団地が
多い(働く職
場が多い)

工場が多
い

工場や物
流倉庫等
が多い

⻄⼝と東⼝で
雰囲気が異な
るところ

静か

野菜、果
物づくり
が盛ん

野菜が安
くて美味
しい

野菜がお
いしい

土地

土地が広
い

緑が多い

大きい公
園がある

他県から古河
に遊びに来る
理由、場所が
少ない

アミュー
ズメント
が少ない

商業施設
が少ない

映画館が少
ないこと

映画館が
ない事

なおした
いところ
(課題)

1箇所に集
中しがち

24時間
スーパー
がない

駅前が過
疎化して
いる

駅前が閑
散として
いる

駅前に時間をつ
ぶせる場所がな
い(スタバ)

シャッ
ター街が
多い

交通マ
ナーが良
くない

車が無い
と不便

車がない
と生活が
厳しい

渋滞 渋滞が多
い バスの本

数が少な
い

渋滞が多
い

空き巣が
多い

雑地や荒
地が多く
ある

隣近所の関係
が昔と違って
希薄になって
きた

人⼝が少
ない

1市2町合併
したのに一
体感がない

旧古河市→旧
三和町のアク
セスが悪く分
離している

市役所や議員
に連絡しない
と公園の草刈
りをしてくれ
ない

老人たちの生
涯がある市づ
くりしてほし
い。バス、施
設をなくさな
いでほしい

道路の標示
又ミラーを
設置してほ
しい

市議会の
公正を正
す

妨害の危
険

市からの補助金
等が境町と比較
して弱い

手当て ふるさと
納税が弱
い

水害

トレーニ
ングジム
が多い

スーパー、
ドラッグス
トア、コン
ビニが多い

飲食店が多
い(個人も)

車が有れば買
い物にはだい
たい困らない

スーバーが多
くて買い物に
は困らない

第１回 １班-2

人口を増やす

定住

集客

行政

若者 外国人

車がなく
ても外出
しやすい

買物便利 都市から
近い

空き家の
活用

働く場

勉強する
場

コワーキ
ングス
ペース

駅⻄⼝を城
下町風に

よい個店を
つなぐ(蔵を
いかす)

歴史ある
建物を活
かす

他市の行政
施策を参考
にする
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（１）－② 第２班の意見概要 

《強みや特性》 

・三和地区、総和地区、古河地区に農業、工業、商業が３つうまくまとまっている。 

・東京から近いが、まちから外れると渡良瀬川や利根川など自然豊かな情景が広がっている。 

・古河城や古河公方など多くの歴史建造物が市内に点在している。今年は中止となったが、古

河市の花火大会は特徴的。 

・自然豊かで、水や酒、お茶などおいしい食べ物があることなど色々な魅力がある。 

・東京から電車や車で約１時間の距離にあり利便性がよい。 

《課題》 

・古河市内の移動手段が車以外になく不便である。 

・魅力あるものが市内に点在していて、そこへ行く移動手段が車以外にない。 

《取組の提案》 

・市内に点在している施設を循環する、新しい交通機関をつくることを提案する。特徴は、必

要に応じてこの循環の輪から外れた場所へ人を送迎する仕組みを加えること。このような交

通手段があると便利に移動ができるようになる。 

・境町の自動運転バス運行の取組が参考になり、この新しい取組は市のＰＲにもつながる。循

環交通に送迎要素も加えるアイディアは、Ｍａａｓを参考にしている。市内のスーパーや病

院、観光施設を輪のように結ぶことで、生活と観光の両面において、また幅広い年齢層の方

にとって便利な交通手段になる。 

・ばらばらに点在している地域の魅力をひとつにつなげ、まとめて、移動に困っている方々の

助けにもなる。交通利便性の向上は、古河市の新たな魅力発見の機会につながる。 
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模造紙再現① 

 

 

 

 

第１回 2班-1

文化

食
産業

特性

便利

自然

歴史

学び

集いの場

人⼝減少

フルカワと
呼ぶ人がた
まにいる…

整備が進ん
でいない地
域がある

病院への
アクセス

大型の店舗
が少ない

水害に
弱い

病院が多
数ある

複数の地
域に近接
している

渡良瀬川・
利根川等自
然が多い

田畑が多
く自然が
ある

遊水地

ネーブル
パーク

公園がある
・ネーブルパーク
・はなもも

災害が少
ない

商・工・
農のバラ
ンス

総和の工
業

野菜など
農家から
もらう

野菜がお
いしい

工場が多
くある

工業団地
三和の
農業

働く場所が
多い(会社)

個性的な
店が集ま
る

おいしいお店、
昔からのお店
が多い

都内のほぼ全て
のターミナルに1
本で行ける

古河駅の
利便性

東京から
60分ほど
で行ける

駅東部土地
開発に取組
んでいる

車で30分
で色々行
ける

おまつり

花火大会 花火大会

車がない
と不便

市街の活
気がない

ぐるりん
号の運行

駅周辺の発
展がない

交通の便
が悪い

駅からの交
通手段が非
常に少ない

車がない
と移動で
きない

歴史を
感じる
町並み

鷹見泉石

古河城の
歴史

古河公方
の歴史(カ
マクラ)

古河の歴
史と街並

街道の歴
史「至る
古河」

公方公園
等旧跡が
ある

中高一貫
校

図書館が
遠い

学校が多
い

IT授業に
取組んで
いる

高齢者の
集う場所
が少ない

公共施設
が古い

大人が遊
ぶ場所が
ない？
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模造紙再現② 

 

 

 

  

第１回 2班-2

もっと古河を
知ってもらう

農をいかす

目玉をつくる

つないで便利
にする

若い人呼び
こむ

ブランド戦
略を周知

メディア
活用

いばキラ
TV

お茶 お水
お酒

歴史
自然

おみそ
おしょうゆ

農のまち
をPR

田畑の活
用

道の駅周辺を
整備。一日過
ごせる施設に
する

自動運転
バス

無料

地域の交通
利便性UP

巡回バスとタ
クシーの「あ
いのこ」

MaaS(マ
ーズ)導
入

若い人に
農にたず
さわる

病院と公
共施設

古河 ＝
なんだ？

三県境で
あること

結ぶチカ
ラ

巡らせる
チカラ

トカイナカ
の良さ

子育てし
やすさ

工業を発
展させる

工業のま
ちPR

税収UP

？
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（１）－③ 第３班の意見概要 

《強みや特性》 

・古い店や古民家が多いこと 

・地価、物価に関しては、土地が安い、家賃が安い、物価が安い、一軒家が持ちやすい。 

・立地ついては、都心に近いところがよい。電車で東京に行きやすく、席が空いていて座れる。

都心に近く３県に近いので、進学先を選ぶ選択肢が多いというメリットがある。 

・子育てに関しては、子どもを育てやすい環境である。待機児童がいないという強みがある。

人が優しく、子育て環境がよい。また、自然が豊かで公園が多いことが良い。 

・仕事面では、古河、三和、総和地区で農業、工業、商業の会社が多いという良い点がある。 

・歴史においては、古河は伝統のある祭りがあり、また古河総合公園は賞をとっているという

アピールポイントがある。 

《課題》 

・イベントホールがないことは課題。また商業施設、ショッピングモール、映画館などがなく、

遊べる場所が限られる。建物も老朽化している。 

・人口減少に伴い空き家が増加した。また、駅前商店街の道が狭く、電柱があり、車が通りづ

らい。 

・古河に大学など学校がない。より高いレベルを目指す学生は、他県に出て行ってしまう。 

・スパイファミリーの作者が古河市出身であることがあまり認知されていないので、情報発信

力が弱く、デジタル化が進んでいないと思う。市内はキャッシュレス決済が進んでいないの

で、観光客が来てくれないという心配がある。 

・古河には新しいことを好まない歴史があると言われており、昔 J リーグチームが古河にでき

るという話があったが、なくなってしまった。現在は若い女性の数が減り、高齢化が進んで

いる状況である。 

・市内交通に関しては、バスの本数が少なく、通っていない地域もあり不便である。車の免許

をもっていない人や高齢者にとっては駅に行くのも大変。 

《取組の提案》 

・続いて、「自然と伝統を守るこが」について。現在子どもと高齢者の交流の場を増やす取組を

進めているが、和太鼓保存会がこういった交流の場として大きな役割をもっているので、今

後も続けてほしい。祭りの開催においても、やっている側だけで楽しむのではなく、見に来

る側も楽しめるような工夫が必要だ。また、ちょうちん職人が町内で減ってきているので、

若い人に受け継いでもらえればと思う。古河は昔、製糸工場で栄えたまちであり、老舗企業

や古いお店がまだ残っている。こういったところももっとＰＲしてほしい。小京都のまちと

して守っていきたい。古河市の自然と伝統を守るために条例をつくるとよい。祭りとＩＴ化

をもっと発信していけばよい。 

・市内にバスをくまなく運行してほしい。免許返納した人が買物難民にならないような仕組み

作りをしてほしい。高齢者がもっと社会参加できるようなシステム作りをしてほしい。学校

などでの交流の場を企画してほしい。また気軽に子どもを預けられる場所があれば、もっと
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子育てを楽しめると思う。給食費を無償化してほしいという意見も多かった。 

・東京に出ずにレベルの高い勉強ができるようになればよい。高校、大学、専門学校の創設を

希望する。娯楽施設、商業施設をつくってほしい。幅広い年代の方々が古河について語れる

場所を作ってほしいという意見があがった。 

・新しいことを積極的に取り入れていくことが大事。貸店舗を活用してチャレンジができる場

所をつくること。ＩＴ、デジタル化を取り入れていく。新事業立ち上げ時に助成やサポート

を手厚くする。地方で女性が元気なまちは活性化しているので、女性が活躍できるようなサ

ポートがあると良いと思う。古河は工業団地が多いので、異業種交流ができる仕組みができ

るとよい。交流の場から新事業が生まれ、経済が活性化すると思う。他の班からも話があっ

たが、古河は商業、総和は工業、三和は農業。この３つの地区が合併したので、それぞれの

良いところを伸ばしていってほしい。また、ふるさと納税の返礼品にも市が協力して力を入

れてほしい。経済を元気にしていってもらいたい。 
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模造紙再現① 

 

 

 

 

  

第１回 3班-1

レジャー

立地

自然

市内
交通

地価
物価

伝統

子育て

しごと

PR

古い店が
多い

図書館が
多い

古⺠家カフェ
が多い

ふるさと納
税(工業) 土地が安

い！

物価(家賃
が)安い

一⼾建てが
持ちやすい

家賃が安
い

物価が安
い

公園が
多い 自然が多

い

自然が多
くのんび
りできる

待機児童
(保育・学
童)いない

子育てし
やすい

土地が広
い

電車で東
京方面に
向かう時
座れる

道の駅こ
が

都心に近
い

交通(JR・便)
が良い
東京近郊3県

都心が近
い！

やさしい
人が多い

人が優し
い！

進学先が
多い。選
べる

イベント
ホールが
ない

遊ぶ場所が
限られる

興行施設
が少ない

老朽化
(建物、
施設)

いいお店なの
にアピールが
少なめ。お客
が少ない

ショッピ
ングモー
ルがない

フリークス
CAFÉ

バラ買え
ない

交通が
不便

ドラマ
撮影

交通機関
が少ない

どこに行
くにも車
が必要

道がせま
い

旅ツアー
少ない

情報力が
弱い

SPY FAMILY 
推し活

キャッシュ
レス決済が
少ない

町内会や町ぐる
みのメンバーが
年配の方、男性
が多い

回覧板た
いへん

高齢化

地域差が
ある

新しい事を
好まない歴
史がある

若い女性
が少ない

古河総合公園は
メリナ・メリ
クーリ賞を い
ただいた公園

古河市⺠号
天皇即位60
周年の神輿ちょうちん

竿もみ祭り
は関東の奇
祭

工業団地
が多い

農業が盛ん
に行われて
いる

会社が
多い

県庁遠い

大学がな
い

より高いレベル
の高校を目指す
には他県に出な
ければならない

空き家が
増加
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模造紙再現② 

 

 

 

 

 

第１回 3班-2

子どもと
高齢者の
交流

地域に先
住者によ
る伝統の
継続

参加者と来場
者両者が楽し
める祭り(イベ
ント)の開催

古河の街(店と歴
史)をもっとアピー
ルして町にお金が
入ってもらう仕組
み作り

小京都のま
ちとして
守っていく

自然、伝統
を守る条例
作り

祭りとIT
化(発信) 子育て、高齢世

代にもっと優し
い町。いろんな
世代が交流でき
る場所づくり

高齢者も社会
参加するよう
なまち作り

交流の機
会、場所
を増やす

高齢者と若者
の交流する場
作り

近所で助け
合える仕組
をつくる

公共のバス
を気軽に使
えるシステ
ム作り

免許返納し
ても困らな
い交通のサ
ポート

色々な意味
の平等な学
校生活

東京に出ずとも
レベルの高い勉
強ができる

商業施設

学べる場所を
提供(大学・
高校)

学べる娯楽
施設を創る

専門学校
等の創設

古河につい
て語れる場
を創る

新しい事を
積極的に取
り入れ

異業種交
流の場を
作る

貸店舗を活用
してチャレン
ジ出来る街

女性がチャ
レンジでき
るサポート

ITデジタ
ルを取り
入れる

多様な働き方
が出来る環境
つくり

商工農を延ばす
古河、総和、三
和

ふるさと納税
額を地元工業
と農業と協力
してUPさせる

新たに事業
を起こす時
の助成

新しい取組みが
できる町。チャ
レンジできるサ
ポート制度

自然と伝統を
守るこが

高齢者と子どもに
優しいこが

学べる環境を創る
こが

事業が生まれる
こが
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（２）第２回ワークショップ 

第２回では 「しごと、情報発信、DX」をメインテーマに各自の意見を書き出し、グループ内で発

表し合いました。 

 

 

（２）－① 第１班の意見概要 

《強みや特性》 

・職種は農業・工業・商業があって働くところは多い。 

・高速インターネット網の整備により、リモートワークでも会議に参加できる。都心へのアク

セスよいので、対面の会議にも参加しやすいのがよい。 

・とにかく人のよさ、古河の人はみんな優しくしてくれる。窓を開けたまま寝ていても問題が

ない。変な人はいない。子どもがいても安心安全に暮らせる。 

・あまり知られていないが新古河駅もあり２路線使える。都心までも近い。上野東京ラインで

東京まで一本で行ける。道が広くて駐車場がどこにでもある。 

・住環境について。庭が広くとれる。程よく田舎である。家が広い。自然も豊かである。公園

も広い。 

・農作物について。野菜がおいしい。環境には恵まれている。 

・歴史ある建物が多い。城下町の歴史がよい。 

・買い物について。スーパーが多く車があれば便利。仕事の帰りにスーパーやドラッグストア

が絶対にあるのがよい。 

《課題》 

・駅前に、滞在できる場所があったらよい。駅前の空きビルをコワーキングスペースとして活

用したらよい。 

・新古河から古河に来るアクセスがないことが難点である。 

《取組の提案》 

・待機児童がいないので預けるところがあり、働けることをアピールする。工業地帯や日野自

動車もあるがさらに大きな工場に来てもらい開発したい。そうすれば長くも働け、工場は敷

地が広いので色んな職種ある。 
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・歴史博物館をもっと PRしたらよい。 

・バスの本数は増やした方がよい。 

・深夜でもやっている飲食店を増やしたら働いている人（夜勤などの方に）に便利なのではな

いか。グルメマップを作ったり、個店に入りやすいよう駐車場を作るとよい。 

・群馬にも栃木にも埼玉にもすぐ行けるので、その土地の美味しいものをすぐに食べに行ける。

YouTuber 塚原農場さんに協力いただいて PRしていった方がよい。 
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模造紙再現①  

 

 

 

  

働く
場

いろいろな職
種がある
（農・工業・
商業）

就業先が
多い

市外に
職場がある
人も多い

市外の人も古
河で働いてい
る（通勤しや
すい）

重工業（自動
車産業）の
誘致
(ex.小山市）

結婚・出産
しても正社
員で働き続
けられる

今のように色
んなしごとが
見つかる

⻑く働きつ
づけられる

子どもの預
け先を見つ
けられる

７０才過ぎて
も働ける事
（本人の希望
する）

田んぼ
畑が多い

工場が
多くある

リモート
ワークを
しやすく

市で
高速インター
ネット回線を
整備

駅前 駅に滞在
できる
場所があ
るといい

駅前に
パチンコ
ない

駅前の空き
ビルを
コワーキン
グスペース
として活用

人

人⼝も
ほどよい

近所が
優しい

人の心も
広い！

安全安心
して
くらせる

窓あけたまま、
カギしめず
くらせる

住環境

庭も
広い！

庭もしっ
かりある

ほどよく
田舎

家が
広い！

自然が
豊か

公園も
広い！

情報
発信

他県への
アクセス
のよさを
PR

プロモー
ションビデ
オを知られ
ていない

欠点をその
ままいわな
い方がよい

プロモー
ションが
下手

市⺠による
情報発信
（YouTuber
実家）

買い物

深夜でも
やってる
飲食店を
増やす

店が多いの
で車があれ
ば便利

いいお店
（個店）
をふやす、
知らせる

帰り道に
スーパー、
ドラッグストア
が絶対ある

いい店MAPを
つくる
（グルメマッ
プ）

車で少し走
れば買い物
等便利

駐車場を
つくる

農作物

やさいが
美味しい

環境には恵まれ
ていると思う
（野菜作り等）

歴史
歴史のあ
る建物

歴史博物
館をPR

城下町の
歴史が
よい

交通交通利便性
を活かす

バスの
本数を
増やす

２路線
使用可
アピール

電車通勤の
人が（都内
の）多い

都心まで
近い

朝の通勤
（電車）
ギリギリ
座れる‼

東京への
アクセスも
良し

道も
広い！ 近県にす

ぐ行ける

どこでも
駐車場ある

駐車場
広い！

高速への
アクセス
良し

１班
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（２）－② 第２班の意見概要 

《強みや特性》 

・バランスよく仕事はある 

・お祭りがあったからこそ人とのつながりが大きかったが、コロナ禍でお祭りが少なくなり地

域のつながり、子どもと高齢者のつながりが減少した。 

・お祭りに行けば地元の企業が出店しているので古河のことをもっと知るきっかけとなる。お

祭りが再開され、そこでの情報や子どもたちの体験を通じて、古河っていいなと思ってくれ

るようになればよい。そうすれば子どもや孫の世代も古河に住み続けてくれるのではないか。 

 

《課題》 

・旧古河駅前には空き店舗が多い。個人商店が伸びない。世代交代がうまくいかない。店舗兼

住宅のお店もいっぱいあり、これからどんどん空き店舗が増えてくるのではないかという不

安の中で、古河の強みである歴史や自然を企業や商業と結びつけて何か始められるのではな

いか。 

・様々な職種に触れあう機会が設けられていないためどんな仕事があるか知られていない。 

 

《取組の提案》 

・若い人に経験の場を与えるため、小中高の教育の中に世の中にはどんな職業があって、特に

古河市にはどんな仕事があるのかを盛り込み、古河市で働きたいと思える人を増やしたい。 

・コワーキングスペースでも仕事ができるような環境をもっと整備していくことで古河市でも

働き、暮らしていける環境づくりを進めていきたい。 

・いまやネット時代ではあるがイヤでも目に入るアナログ発信を増やす。(ex.駅構内や赤信号

時に目に入る自治体の掲示板に情報発信のポスターや掲示等) 

・子育て世代には予防接種、おむつ替えスペースの情報、高齢者や大人には病院やバスの待ち

時間が一括で載っているようなアプリの開発。（HP にはアップされているが活用されていな

い） 

・アナログでの情報発信とともにケーブルテレビを安くして加入数を増やし、地域の情報を文

字以外の映像で古河情報をもっと広めたい。 
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模造紙再現① 

 

 

 

  

し
ご
と

しごとは
ある

若い人向けの
仕事はない

若い人に経験
の場を、就職
を控えた方へ
の情報を

子どもに古河
の仕事を教え
る

三和
の
農業

農業離れ
が進んで
いる

フリークス
（コワーキ
ングスペー
ス）の取組

社会人が
学ぶ場
あるか？

ネット社会
だと便利な
場所

東京や大宮
まではるば
る通勤

輸送
インフラ
は多い方

市内でど
のような
マーケッ
トがある
か？県境
で競争相
手が幅広
い

個人商店
が伸びな
い

駅周辺の
環境が
活かせて
いない

古河駅周辺
では商店の
世代交代が
難しい状況
店は店舗兼
住宅、
空き店舗が
多い、新し
い開業など
で活用でき
ないか

古河の商
三和の農
後継者
いるか？

歴史
＋
特産品

歴史と
文化＋
商＝起業

自然が
多い

自然はあ
るので仕
事に結び
つけたい

歴史と
産業を
つなげる

お土産品
お菓子を
土地の名所
を作る

農商工のバラ
ンス＋自然歴
史文化→イノ
ベーションで
きないか？

古い建物が多
いので若い人
がカフェとか
商売しやすい
ような支援

昔い町を
アピール

起業するに
は良い市
（駅前を利
用出来れ
ば）

古河の歴史
文化、子ど
もの頃から
市⺠向け発
信を

遊水地の
活用

歴史と
観光
結びつけ
る仕事

自然
船を交通
文化

情
報

情報発信
自体がない
古河のこれ
といったも
のがない お互いが

お互いを
知る⇔防災

DX
ついて
いけない

市の情報を
どのように
把握してい
るか？

市役所
のDXは
進んでも
地域は？

子ども
世代も
住んでくれる

若い方に
土地の歴史
を

好きになる
PR

古河が
いい‼
となれば 祭りを

大きく
↓

若者が主体で

く
ら
し

若い人に
とって
魅力ある
まちか？

子育て
するには
よいまち
か？

市全体が
高齢になっ
ている、
仕事各団体

古河の
若い方は
古河を出て
行く方が多い

お祭り
が盛ん

若い人
が集まる

かつて
祭りが
果たして
いた機能

情報
＋
活用

参加
と
体験

子育て関連で
オムツがえの場所
はわかりやすく表
示（公園・公共施
設）
をしてキレイに

暮らしは
市内で
だいたい
完結

つながり
ない人々 クルマが

ないと
まったく
不便

医者
受信
情報

子育て
情報
予約等

一元化アプリ
ポータルサイト

地域内
交通が便利
バス

地元にお金
を落さない
便利すぎる

古河に住む
と税や土地
などが高額
に思える

総和
の
工業

工業系は
あるが情報
系は弱い土地は

ある

古河の企業
のってる
パンフレット
（就活時）

工場のＰＲ
（広報とかだ
けでなく市の
パンフレット、
観光）

イヤでも
目に入る
発信

駅構内
や

自治会掲示

ストリー
ミング
機能

中心拠点と呼
べる場所は？

公的な創る物
が中途半端

整備も
さりながら
活用を

ケーブルTV、
安くして
加入させ
古河市情報

チャイルドシート

等子育て支援、
HP見ないとわか
らない
紙での情報も大
事→
まとめみたいな
ほしい

※

２班
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（２）－③ 第３班の意見概要 

《強みや特性》 

・古河にはたくさん工場や工業地帯があって、たくさんの雇用もあり仕事も選べる。 

・生活面ではスーパーもたくさんあり不便なところはない。 

・他の地域に移動せずに古河で遊んだりゆっくりしたりできるネーブルパークがある。 

《課題》 

・職種が限定されてしまい、給料が安い。 

・働ける場所はあるけれど、若い方が古河に残って働いてくれるかは今後の課題。 

・駅前の商店街に活気がない。駅前ビルに店舗が入っていない。 

・遊ぶところが限定されてしまう。映画館・動物園・水族館があると生活にも張りが出る。 

・アミューズメントパークがない。駅前を含めコーヒー店がない、特にスタバ（人口密度に対

してスタバがない市町村全国 2位が古河市）を誘致したい。 

・定年が延びるなか高齢者が楽しんで働ける仕事があれば将来的に安心。古河は 75歳まで働け

る高齢者のいやすい場所となれば他から移り住む人も増える。 

《取組の提案》 

・在宅ワークが普及しているので、Wi-Fi 環境があるお店や公共施設を増やす。 

・車を利用しない方の交通手段として、ぐるりん号やあいあい号を利用するが時間帯・本数・

休日運休の改善が必要。 

・歴史や魅力あるスポットを周知する方法として広報誌以外にも目で見てわかりやすいものが

あるとよい。 

・惹きつける場所としてお茶するところや気分転換できるところをつくる。 

・古河市の将来像として。まず、仕事について。農業・商業・工業とほかの地域に比べると仕

事がたくさんあるが、今後工場や人手不足の懸念があるので国際ブランド化して外国人の雇

用を促進する。 

・例えば、空き地や農業を辞められた方の農遊地もたくさんあるので外国の方や若い方に家付

きで農地を安価に提供すれば新しく農業をやりたい人材が生まれるのではないか。 

・また、国際ブランド化するために英会話の講習(子どもから大人まで)を促進し、古河に住め

ば小学生のうちから英語を学べることをアピールすることでほかの地域から古河で教育させ

たいと移り住む子ども連れ家族が増えるのではないか 

・ネーブルパークがあまり認知されていないのでもっと PR する。（古河市民は安く利用できる

等メリット設ける） 

・情報発信について。災害情報を密にするため河川の情報を流している古河のケーブルテレビ

を安価で市内全域に標準設置する。LINE や SNS で災害情報を密に流す。 

・議員や市長と話せるフランクな街になっていくと住みやすい街になる。 

・DXについて。南古河駅をいち早く作り新世代の街づくり。バスの充実として、バスの時刻や

病院の予約・待ち時間等が閲覧できる一元化アプリをつくる。古河の通貨(ex.古河 Pay)をつ

くり、古河市内で Pay したものにはポイント還元率を増やす等で地域活性化を図る。 
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模造紙再現① 

 

 

 

  

高い給料が
出せない
人材確保
困難

工場が
たくさ
んある

仕事がある
（パート、
正社員）

職種が
限定され
る
工場、農
業、お店

職種をえ
らべる

工場が人
材確保で
きていな
い

機械化が
できない
コスト

道路が老きゅ
う化しやすい
→直すコスト

倉庫が
多い

給与が
安い

スーパーが
たくさん
ある

駅前の
商店の
後継者が
いない

駅前の商店
の
活気がない

若い人が
働けると
ころ少な
いかも？

在宅ワーク
がしずらい、
WiFi環境等

お茶する
場所がない

気分転換
できる場、
仕事できる
Café（など）
無い

オシャレな
店がない

目新しい
お店がな
い

あそぶとこ
ろがない、
映画館がな
い

FreeWifi
が無い

すこし有名な
（無印とか）
スタバとかな
い

（Caféめぐ
りとか）
知ってる
人は知っ
てる

合併しても
情報が合わ
さっていな
い

古河の広報
LINE
”夕刊こがも”
”古河市”
気に入ってる

字が小さい
よー、
月刊こがも

おかし、
Spyfamily
花火など

駅前に
駐車場
少ない…

駅までの
アクセス
が悪い

値上げ
乗ってる人、
本数少ない

じゅんかんバ
ス
”ぐるりん号”
”あいあい
ごー”？

ぐるりん号
が休日運休
している

次の世代は
外に出てい
く志向にあ
る

学校レベル
（高校から）

↓
外に出てしまう

進学は都心
↓

就職も都心

目新しいとり
くみを
情報発信(境)

農業を活かし
ている
さかい

ふるさと納税
で雇用(増)
境

境町に視察に
行こう
隈ケンゴの
建築

（駅まで
行けば）
東京まで
すぐ‼

情報と情報への
アクセス

３班ー１
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模造紙再現② 

 

 

 

 

  

外国人の
雇用促進

（住まい含む）

国際
ブランド化

英会話の
講習

小学生からの
授業促進

多言語の
情報発信
・広報で
・生活情報も

進学で
出ていった人
が戻ってくる

居心地の
良い

ワークスペース
カフェを増やす

WiFi
整備

遊農地
（家付き）の
安価提供

農業の
かつ用の
しかた

あき地
→外国の

人の力の使って
活用できない

か？

仕
事

休める
古河市

スタバ、ドトー
ル等チェーンカ
フェの誘致
(３，４件)

渡良瀬
遊水地の
観光地化

アミューズメント
パークがある

ex）
動物園、水族館
あそべるところ！

ネーブル
パーク

もりあがって
再生 ほしい

栗橋駅と古河駅
の間に新駅
開通 新駅を中心

とした、新世代
の街づくり

MAAS
×人の便利
にあわせた
交通手段の
かくほ

市内運行バス
の
充実

あいあい号
の

利用、時間
を考えほしい

例・通院時間に
あわせた
アプリ予約

古河の
通貨的な
もの

駅前が
にぎわって
いる

さかい

ドローンで
宅配できる

→こがも…？

高れい者の
集える場所

コミュニティ
場所

高れい者が
楽しんで働ける
→将来的な安心市内全棟を

古河ケーブル
テレビに標準化

災害時の
情報が
行き渡る

発信の
媒体の
多様化

アクセス改善

議員や
市⻑との
交流化ヒナン所まで

どうやって
行こう？

緊急用
LINE、SNS

（マイナンバー
カードを有効
に）

情
報
発
信

D

X

ON OFF

〈
交
通
の
課
題×

D
X

〉

〈駅前＋DX〉

３班ー２

PR?
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（３）第３回ワークショップ 

第３回では「地域福祉、教育・学習」をメインテーマに各自の意見を書き出し、グループ内で

話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）－① 第１班の意見概要 

《強みや特性》 

・ボランティア協会ではヤングケアラーを視野に入れて取り組んでいる。 

・ケアマネージャーが積極的に活動している。高齢者施設を見つけてくれた。ほかの市町村に

比べると対応が速い。 

《課題》 

・高齢化に伴い横のつながりが、ジェネレーションギャップで縦のつながりがなくなり、消防

団や自治会に（若い人が）入らない問題が出てきている。 

・教育と学習について。PTA 活動を子どもたちにどう伝えていくべきか。子どもたちに平等な教

育をしていくにはどうしたらよいか。 

・ICT やインターネットを利用した授業を取り入れていることはよいが、実際にタブレットを

使用する際の教え方について、先生方がどれくらい理解しているか。自由学習の際に子ども

たちがどこまで使えているかが問題である。 

・高齢者が一人で住んで土地が空いているが、若い人がそこに住む状況になっていない。 

・大学進学で古河を離れてしまう。そのまま都心で就職してしまうので、それに向けて古河市

としてどのような対策をとっていけばよいのか。 

《取組の提案》 

・自然を活かした授業を行う。例えば、渡良瀬遊水地を活用する。 

・雨の日でも子どもが遊べる場をつくる。子どもに限らず高齢者も集まれる場所があれば横の

つながりが生まれる。 

・古河の歴史を取り入れて若い人にも知ってもらう。 

・お祭りについて、どちらかというと上の世代向けの祭りが多いので、子どもたちが集まって

楽しめるような子ども向けの祭りがあってもいい。 

・若い世代が古河にとどまりたくなるような示しが必要。 
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模造紙再現 

 

 

 

  

地域
福祉

高齢者が
多い。
福祉、教育
その他に問題

高齢化へ
の対応

各団体の
高齢化
（支える
側も高齢
者）

若い世代に
参加して
もらう工夫

子どもの意見
をきく（中高
生で市を出よ
うとしている
人）

学校の中
では平等
な対応が
必要

小・中学校
でICTモデル
校になって
いることは
良いこと

タブレットを
導入したが
ハード面は課
題（つくえ、
Wi-Fi）

ITを活用し
た授業も取
り入れてい
る

平等な
教育

教育
学習 ICT

活用

一人暮しの高
齢者のサポー
トが今はむず
かしい

古河市でも
ヤングケア
ラーの問題
を考えてい
る

施設への取り
組みは早いと
思う、
ケアマネー
ジャー

若者が出てい
かない工夫
（住宅支援、
教育、就職）

交通の便に地
域差が大きく
高齢でも車を
手離せない
課題

病院に通院
しやすい
公共交通の
整備

超高齢化社
会への対応
が少し遅い

PTA活動
サラリーマ
ンでも参加
できるもの
にしていく

給食費
は市で
出して
欲しい

コロナが大き
なきっかけに
なり
地域、自治体
のつながりが
希薄になって
しまった

子ども会、
PTAの活動
縮小
(コロナで)

タブレットの
活用・教え方
（先生のスキ
ル）
使用ルールづ
くり

古河の歴史
を取り入れ
た授業がほ
しい

古河の歴
史を教え
る

自然も活かし
た教育も進め
た方がよい

渡良瀬
遊水地をめぐる
（水辺の学校）

古河を
知る

地域の先生
を増して学
ぶ場が必要

学校で
古河の歴史を
学ぶ
（寺社多い）

大学進学の為、
子どもたちが
地域から離れ
てしまうこと。
課題

古河から出て
いく人が多い
ので、来ても
らえるような
特色も出す

気軽に
だれでも
集まれる
拠点

子どもから
高齢者が
集まれる

雨の日でも
子どもが
遊べる施設が
ほしい

ネーブルパーク
（やんちゃの
森）子どもや⺟
親が集っている

総合体育館
で体を使っ
てあそべる
場がほしい

子ども向け
のまつりが
あるとよい
（観美協会
主催？）

ヨコの
つながり

昔より
ヨコの
つながり
弱くなっ
た

消防団の
なり手も
減少

駅近空
き家が
増えて
いる

自治会に
入ってい
ない人多
い、活動
もない、
メリット
もない

高齢者が
土地はなさず
若者が入って
いる

行政サービ
ス伝わって
いない（市
報でしかわ
からない）

若い世代が
流入するため
の住宅探しを
行政が支援

国道４号、
高速道路、
駅と充実した
インフラは
良いこと

流入
したくなる
市のビジョン
を示す

１班
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（３）－② 第２班の意見概要 

《強みや特性》 

・老人会の活動が盛んである。 

・デイサービスなどの施設が多い。 

・マル福がよい。（子どもはすべて 500 円） 

・よい医療費の取組がある。発展させていきたい。 

《課題》 

・地域による町会や自治会は残っているが、新しく越してきても自治会に協力しない方がいる。

アパートの方はその周囲の方と付き合いが薄く、また、外国人の方に声をかけづらい。 

・建物の老朽化。立て直しにお金がかかるため集会所がだんだん閉鎖されている。 

・助ける側も高齢化している。助けてほしいお年寄りや子ども、助け合う相手がどこにいるか

わからない。 

・情報が行きわたっていないため、サービスを受けられることを知らない人がいる。 

・個人の情報を引き出しにくい。 

・児童委員や民生委員の方が家庭を回ってくれてよいと思う反面、「うちはいいです」と断られ

るケースも見受けられる。 

・デジタルを活用できない方への支援。 

・お年寄りは外出機会が減ると、体はしっかりしているのかなどの現状が分かりにくい。 

・日常生活について、買い物は車がないと不便。店はあるけれど車の運転ができない。 

・古河の周りには有名私立大学や高校があり、古河の駅前に専用バスが停まっていて生徒が乗

り込んでいくが、古河にはそういった学校がなく空白地化している。 

《取組の提案》 

・デジタル弱者にでもボタン一つでできるものを作る。 

・公園の掃除などを通じて横のつながりを育む。 

・子ども会と老人会が協力する。 

・盛んな組織と盛んでない組織のコラボ。（例：子ども世帯や都心に行ってしまった人たちとの

バーベキュー） 

・空き家をうまく活用して、若い世代に住んでもらい、地域に参画してもらう。 

・経済的支援について。学校給食の無償化が出来たらいい。 

・ギリギリ支給対象にならない人もいるので、ひとり親世帯の金銭的支援の幅をもっと広げた

い。 

・学び、福祉、くらしの支援をもっとしてほしい 

・突き抜けたダントツの学校をつくる。（例：大分県のド田舎に立命館のアジア太平洋大学を作

り外国から先生や生徒を呼び英語しか話さないことを売りにした。その関東版 or高校版を作

る。） 

・古河にしかない、古河に行かなければ通えない学校を作り来てもらう。（KDDI の送信所や日野

自動車など、古河にゆかりのある企業に協力してもらって、例えば、自動車に特化した学校
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など。） 

・上記のような突き抜けた学校ができれば、お年寄りの生涯学習もサポートし、高校生とお年

寄りの交流もできることをアピールできる。お年寄りには知識があるのでお年寄りから若い

人が学ぶこともできるようになる。関東には古河にしかないことで人を集めることができれ

ばよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

28 

模造紙再現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2班地域福祉
人と人
とのつ
ながり

人と人と
のつなが
り残って
る？

→地域に
よる町会
自治会

担い
手

助ける
側も
高齢化

施設
は
ある

デー
サービス
の施設が
多い

マル福が
良い
（子どもは
すべて
￥５００）

地域に
よっては
子どもす
くない
（下大
野）

子どもが
増えてい
る学校も
ある（下
辺見）

古河
なら
では

古河
愛郷心
を大切
にする

歴史・
文化・
学び・
発信する
テーマは
豊富

コロナで
集まって
学びにく
くなった

参加した
くても行
く手段が
ない

新しく越し
て来ても
自治に協力
しない方も
いる

アパート
の方は
その周囲
の方との
付き合い
がうすい

外国の方
も居て
声をかけ
づらい

老人会の
活動が
盛ん

地域の
助け合い
は多い

公園の掃除
などを通じ、
つながりを
育む

子ども会
老人会の

協働
盛んな組織
と盛んでな
い？組織の
コラボ

町会、
自治会に
入っても
らう

子ども
つながり

イベントの際
に声かけ

空き家
活用、
若い人に
住んでも
らう

地域に
参画して
もらう

助け合う
相手、
どこにい
る？

情報

デジタル
活用
↕
デジタル
活用でき
ない方の
支援

⺠生委員
児童委員
の活動

助けてほ
しい子ど
も、お年
寄、どこ
にいる？

外出する機
会が減ると、
現状が分か
りずらい

サービスを
受けられる
ことを知ら
ない人もい
る

個人情報や
独立などか
ら他人が助
けずらい

日常
生活

買い物、
日常生活
不便に
なってきた

医療費
の
支援

よい
取組は
発展させる

学校給食を
無償化出来
たら良いと
思う（困窮
世帯等）

経済的
支援

ひとり親
世帯の金
銭的支援
の幅を
もっと広
げてほし
い

学び、
福祉、
くらし
の支援

学校外
での
学び

学校以外
の学習は
教育費で
差がある
のでは

子ども
の安全

登下校時
の安全が
もっと守
られるよ
うにして
ほしい

地域
バランス

ダントツ
をつくる

魅力ある
学校
（学力）

学区が

広すぎ

る

魅力ある
高校、
これから
大切

小学校教
育のレベ
ルも低い

高等教育

のレベル

が低い

ラジオ体操
で健康とコ
ミュニティ
を維持

学校の授
業として
田植え等
行ってい
るのが良
いと思う

小学校の
デザイン
は良い
（内外と
もに）

校庭は
広い

大人に
なっても
学び続け
る機会

学び
の
テーマ

学び
集える
場

公⺠館

が

無くなる

買い物時

に車の

サービス

がほしい

年寄りが

外出しな

くなった

対面で デジタル

で

学び
集える
場を
つくる

つな
がれる

“集える”
ように

拠点
施設が
できる

教育・学習

・・
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（３）－③ 第３班の意見概要 

《強みや特性》 

・中高一貫校もあり、専門高校も多い、アクセスもよいので選択肢も多い。 

・英検テキスト料補助の制度がある。 

・小・中学校は少人数化してひとりひとりのスキルを高めたい。 

・民生委員の活動力がよい。児童委員がいる。 

・高齢者が優しい。高齢者サポートセンターがあるのがよい。オレンジカフェがある。 

・市が直接係わっている「福祉の森ぐるんぱ」があるのがよい。 

 

《課題》 

・教員不足。 

・外国の方が増えており、日本語が話せない方も多いので、日本人の英語力を高めたい。 

・障がい者の職場環境（バリアフリー・仕事）が整っていない。 

・企業と働く人をつなぐ何かがもっとあったらよい。 

・歩道が狭い、またはない場所があり、段差も多く、歩きづらい。 

・高齢者対応マニュアル本やアプリがなく困っている。 

・福祉のアピール力、発信力が足りない。 

・手帳を申請する際は健康の駅に行き、利用については福祉の森へ行くなど、用途によって施

設が異なり、また、それぞれの施設が遠くて行きづらく困っている。 

・福祉に充実したショップリストがない。 

・地区や行政のサービスごとの横のつながりが少ない。 

・今回のような企画課の会議もシティプロモーション課でも同じようなことをやっていたり、

「こがでくらすと」はブランド戦略室が作っていて、同じようなことをやっている。庁内の

横のつながりはどうなっているのかわかりづらいので、横のつながりを充実したらよいので

はないか。 

 

《取組の提案》 

・インバウンド（観光客）を増やせば、市にお金がもっと入り福祉や教育の方に回せるのでは

ないか。 

・外国人と高齢者のコミュニティーを作る。 

・地域コミュニティーサポート者への税一部控除やポイント制、プレミアムエール券のような

ものがあったらよい。 

・働く人を増やすために休日保育を充実させる。 

・障がい者・高齢者・育児などをまとめて相談できる、またヤングケアラー、ピアサポートが

相談、話し合いができる場所が充実するようなダブルケアやオレンジカフェ、居場所となる

場所が充実するとよい。 

・専門性の高い大学や専門学校を誘致する。 
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・古河に来ないとダメだというのがあれば若い人がどんどん来てくれて町が活気づく。 

・工場・企業がたくさんあるので、教育の一環として若い人が市内企業で職場体験、補助金を

充実させる。古河にはこんな会社や仕事があるんだ、働いてみたいと思わせる。 

・子どもを大切にする教育、教員不足が問題となっているが、優遇措置などもとれたらよい。 

・インド式算数を取り入れる。 

・古河を愛する子どもを育てるために、古河の文化や産業や歴史に興味を持ってもらえるよう

な PRをしていくとよい。 

・歴史のまち古河、西口を再開発して動線をよくして、歴史のある町を完璧にしていく。 

・英語教育、英語圏内の外国に姉妹都市を作り、留学の受け入れ、文化交流がたくさんできる

制度を作りたい。 

・住んでいる外国人との壁を取り除くために、外国人と高齢者のコミュニティを作る。簡単な

英語、日本語、茨城弁を双方が覚えることで、また話したい、行きたいと思える場所がある

と、高齢者も楽しく過ごせるのではないか。 

・文化や芸術の発表の場を増やす。 

・市民で協力してサービス MAP を作る。(Google Map 利用して) 

・蔵の街を栃木・結城と協力する。民間と行政のダブルで行う。 

・福祉サービスへのアクセスをよくするために、福祉のアピール力と発信力をアップさせる。 

・安心、安全に暮らせる町が何よりも大切。 

・子ども食堂の増設。 

・オレンジカフェや古民家を利用した居場所づくり。 

・行政と地区の横のつながりを深める。 

・ぐるりん号をもっと乗りやすくすればアクセスもよくなる。 

・商店街や商工会に若い力や女性の力がもっとあったらよい。 

・介護や子育てに悩む人たちが相談できる社会になるとよい。 

・みんなが楽しく働ける、参加できる社会にするために、休日保育の充実や、障がい者が働き

やすい環境をサポートする。 

・歩道を整備し、ウオーキングしやすくする。 
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市議会が
YouTubeで
観れる

古河市 ◎
教育委員会
（相談によく
のってくれる）

福祉
♥

教育
�

★
中高一貫
高がある

★
商業・
工業の
専門高校
がある

★
教育現場
で先生方は
おおむね
熱心

★
高校
（市立）
が多い

★
栃木・
埼玉・
茨城の高校
選べる

住友商事
さんと
協力して
誘致活動

少人数の
必要性

教員不足 ★
クロムブッ
ク等充実
（PC)

専門性の高
い大学・専
門学校が少
ない

大学が
ほしい

古河の歴史
をもっとア
ピールして
いきたい

緑（木）を
街並に増や
す
→暑さ対策

古河の木
１０選を
作って
MAPに

外国人の
子ども達が
増える
→日本語ク
ラスの充実

★
のんびり
子育て
できる

英語教育
のレベル
UP
（国際化
社会対応
のため）

★
テスト料
（英検）
補助

★
ALTの先生
との交流
（夏休み
キャンプ）

★
図書館充実

★
ピアノ
ひける所
あかやまJOY
Uセンター
文学館♪

通信
環境
の整備

教育予算
の充実

文化
施設の
充実

音楽♪
美術
芸術

ホリプロ
さんと
協力

講演会の
ときに
保育できる

カフェ
作り

アピール
発信力

休日保育
充実（女
性の社会
進出）

★
・合理的配慮
・学校等訪問

インバウン
ド（観光
客）をもっ
と増やす

高齢者と
外国人のコ
ミュニ
ティーを作
る

地域コミュニ
ティーサポート
者への住⺠税一

部控除
（高齢者、外国

人等）

（ポイント制）

古河券
（プレミアム
エールみたい
な）

福祉に充実
した

ＳＨＯＰ
ＬＩＳＴ

地区
＆
行政

横のつなが
り（サービ
スごとの）
が少ないの
でもっと充
実して

暮らし
やすい
町に

・ブランド
戦略室
・企画課
・シティプロ
モーション課

ファミリー
サポートセ
ンター
の充実

引きこもり
社会に出る
一歩前に
行く所

ダブルケア
オレンジカフェ
居場所

障がい
高齢者
育児

まとめ
て相談
できる
場所

★
「福祉の森ぐ
るんぱ」
市が直接
係わっている

高齢者の方
と若者の交
流がもっと
ほしい

★
高齢の方が
皆やさしい

★
⺠生委員
さんの
活動力⤴

高齢者
サポート
センター

◎

★
児童委員

★
オレンジ
カフェ

ピアサポート

↕

ヤングケア
ラーが相談、
話しあいが
できる所

ガイド
ブック
作成�

高齢者向け
対応のマ
ニュアル本、
アプリがほ
しい

アンガー
トレーニング
講習会

手帳申請

↓
健康の駅

利用について

↓
福祉の森

名前が
わかりづら
い

福祉
アピール力
発信力

段差多い

歩道が狭い
無い場所が
多くウォー
キングがし
ずらい

企業と
働くつなぐ

障がい者の
職場環境が
整っていない
（バリアフ
リー、仕事）

こ ここがで
くらすと

こがで
くらすと

３班①

模造紙再現② 

模造紙再現① 
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３．ワークショップの資料 

資料①募集チラシ（オモテ面） 
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募集チラシ（ウラ面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


